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調査結果（令和６年10月調査分）
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令和６年度議員大会

2024
No.869

エール大
分
商
工
会
議
所
所
報

おおいた光のファンタジー2024おおいた光のファンタジー2024

11-12



おおいた光のファンタジー
2024

今月の表紙は・・・

CONTENTS

県商連議員大会  

県知事・県議会議長要望  

令和6年度 会員交流会  

第94回景気動向アンケート調査結果  

経営革新

P1

P2

P2

P4

P8

大分商工会議所のHPは
右記からご覧いただけます

7

「2024小企業者向け補助金説明会＆意見交換会」のご案内

令和7年1月23日（木）月日 5,000円（税込）参加費

12月17日（火）※定員に達し次第締め切り
申込先QRコードにてお申込みください。

申込み

問合せ

スケジュール

場 所 トキハ会館５階
（大分市府内町2-1-4　TEL 097-538-3125） 

対 象 大分商工会議所 商業部会 会員
定 員 40名（１事業所２名まで）

【第一部】 企業向け補助金説明会
 17：15～17：55（17：00～開場）

【第二部】 意見交換会
 18：00～19：30

TEL 097-536-3248　FAX 097-536-3143
（担当：岡本、和田、川口）
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12月の定例相談会
開催場所：九電大分ビル２階
※事前予約制となっております。
　まずはお問い合わせください。 TEL:097-536-3248

（水）

（木）

（水）

（水）

労働相談

特許相談

法律相談

労働相談

12月

12月

12月

12月

10：00～16：00

13：30～16：30

14：00～16：00

10：00～16：00

11日

12日

25日

25日

月　日 時　間 相談内容

商業部会

　商業部会会員企業の交流を深め地域経済活動の活性化を目的に「2024小企業者向け補助金説明会＆意見交換会」を
開催いたします。会員企業が一堂に会し交流を深めることで、新たな出会いと情報交換を図る絶好の機会でもありま
すので、ぜひご参加ください。

　平成21年から大分都心まちづくり
委員会で実施しており、平成27年か
らはJR大分シティと共同で取り組ん
でいるイベント。JR大分駅の府内中
央口広場から昭和通り交差点南側ま
での中央通りをはじめ、その他４か
所で来年2月14日まで約52万球の光
で華やかに染まります。

当日受付にて徴収させていただきます。
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商業部会

　商業部会会員企業の交流を深め地域経済活動の活性化を目的に「2024小企業者向け補助金説明会＆意見交換会」を
開催いたします。会員企業が一堂に会し交流を深めることで、新たな出会いと情報交換を図る絶好の機会でもありま
すので、ぜひご参加ください。

　平成21年から大分都心まちづくり
委員会で実施しており、平成27年か
らはJR大分シティと共同で取り組ん
でいるイベント。JR大分駅の府内中
央口広場から昭和通り交差点南側ま
での中央通りをはじめ、その他４か
所で来年2月14日まで約52万球の光
で華やかに染まります。

当日受付にて徴収させていただきます。

　日本経済は、TSMCの進出をはじめ半導体産業などの国内投資が進み、約30年ぶりの高い賃上げや、訪日外国人客が大幅に増
加するなどデフレ脱却への機運が高まり経済活性化に向けて絶好の機会を迎えている。
　一方で、中小企業の業況は、長引く原材料・エネルギー価格の高騰などにより力強さを欠いている。特に人手不足は厳しさを
増しており、日商調査をはじめ各種調査においても特定の業種にとどまらず、あらゆる業種で人手不足が深刻化しており、人口
減少の加速に伴い、今後一層厳しくなることが避けられない状況にある。
　本県においても、人口減少に伴う域内消費の低迷や最低賃金の影響を受ける中小・小規模事業者が多いといった地方特有の課
題も加わり、事業者を取り巻く環境は厳しさを増している。
　こうした中、当連合会としては、活力ある県経済の浮揚と地域発展のため、中小企業支援策や経済活動の基盤となる社会イン
フラ整備を柱とした要望を行っていく。
　国に対しては、東九州自動車道における県内区間の早期４車線化や中九州横断道路、中津日田道路の建設促進、東九州新幹線
の整備計画路線への格上げ、豊予海峡ルートの実現などの社会資本整備、更には、中小企業のDX化など生産性向上の支援、人
材確保と円滑な価格転嫁に向けた支援策の拡充などを強く求めていく。
　県に対しても、県下10商工会議所の意見を集約し、中小企業対策や交通体系等の整備、地域づくりの推進などを要望する。
　商工会議所に求められる役割が大きくなる中、当連合会は県内10商工会議所の連携を一層強化し、地域の事業者と共に「自己
変革」に挑戦し、地域の均衡ある発展に貢献していく。
　以上、決議する。

大会決議

令和６年度 要望項目一覧

大分県商工会議所連合会  令和６年度議員大会
　大分県商工会議所連合会（吉村恭彰会長）は、９月４日、レンブラントホテル大分で令和6年度議員大会を開催し、県下10
商工会議所の議員等210名が集結しました。

　大会では、中小企業対策の推進や交通体系等の整備など、県下各
地商工会議所から提出された新規5項目、継続27項目の計32項目の
議案を採択し、大分県に要望することを決議しました。
　また、議案審議後は、「メディアの危機をどう考えるか ～通信社
の過去・現在・未来～」をテーマに、㈱時事通信社　代表取締役社長
の境克彦氏（宇佐市出身）が記念講演を行いました。

中小企業対策の推進
●小規模事業者の自立的な成長を支える経

営支援体制の拡充について
交通体系等の整備
●定期航空路線の再開について
地域づくりの推進
●鉄道を活用した物流・人流への転換と沿

線のまちづくり活性化対策について
●豊前海干潟・沿岸漁業の復活に向けた調

査・環境整備事業の国営事業働きかけに
ついて
その他
●女性の活躍推進について

中小企業対策の推進
●事業環境変化に対応する中小企業への支

援策の拡充等について
●中小・小規模事業者の経営立て直しを下

支えする個人消費の活性化策について
●中小企業のＤＸ推進について

●燃料価格高騰に係る支援策の延長・拡充
等について

●適正運賃等取引の適正化及び荷主・物流
事業者間における商慣行の改善について

●最低賃金制度の見直し及び最低賃金引上げ
に伴う中小企業支援策の継続・拡充について

●公共工事の財源確保並びに適正価格・適
正工期での発注について

●建設業の働き方改革の推進について
●建設産業の入職者促進策について
●下請債権保全支援事業の制度化について
交通体系の整備
●高速道路等交通体系等の整備・促進につ

いて
●東九州自動車道の県内区間全線４車線化

の早期完成について
●中九州横断道路の早期完成について
●中津日田道路の建設促進について
●山国川河口部の架橋の早期実現について
●大分市街地の事前防災・減災対策の促進

について
●東九州新幹線の整備計画路線への格上げ

について

●港湾整備の促進について
●大分港、津久見港における「カーボン

ニュートラルポート(CNP)」形成の推進
について

●太平洋新国土軸構想及び豊予海峡ルート
の実現について
地域づくりの推進
●グリーン成長戦略の地場企業への波及促

進について
●大規模小売店舗等に対する商工団体加入

など、地域貢献への働きかけについて
●日本遺産「耶馬溪」観光の振興について
●大阪万博、宇佐神宮創建1300年祭を契

機とした宇佐・国東半島の観光振興の支
援について
その他
●食品ロス削減の推進に向けた事業者への

支援について
●外国人技能実習生受入に係る支援策につ

いて
●女性が働きやすい職場環境の整備と、少

子化対策の加速化について

新　規

継　続
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　会員ビジネス交流会 ～人との出会いから新たなビジネスチャンスが生まれる～を10月９日（水）にトキハ会館で開催
し、会員事業所57社82名が集まり大盛況となりました。
　第１部では安東直樹委員長の挨拶に続き、参加事業所の中より希望された先着17社様から、商品やサービスをPRする
自社PRタイムが行われました。
　第２部交流タイムでは、会員同士のビジネスチャンスとなり、新たなつながりを感じていただける時間となりました。

令和６年度 会員交流会

主催者あいさつ 安東委員長

名刺交換の様子 交流の様子

自社ＰＲタイムの様子 乾杯 川野副会頭

大分県商工会議所連合会 
県知事・県議会議長要望（10/29）

大分県商工会議所連合会 役員・事務局23名参加者

佐藤知事へ要望書を手交

嶋県議会議長へ要望書を手交

佐藤知事へ要望内容を説明

概要
９月開催の県商連議員大会において採択された新規5項目を含む全32項目につ
いて、吉村恭彰大分県商工会議所連合会会長から県知事・県議会議長に要望書
を手交し、各地域の会頭から新規項目を中心に要望趣旨を説明しました。
＊要望内容は、前頁「大分県商工会議所連合会 令和6年度議員大会」の令和６年度 要望項目一覧のとおり
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　９月25日(水)、レンブラントホテル大分にて「令和６年度 大分県商工会議所女
性会連合会 総会 大分大会」を開催しました。県内各地から94名の商工会議所女
性会 会員が集まり令和５年度事業報告、決算、令和６年度事業計画案、予算案に
ついて協議しました。
　経営講習会では株式会社まるひで 代表取締役会長の小野秀幸氏を講師としてお
招きし、自身の経営者としての経験を基に講演していただきました。
　交流懇親会では、大分商工会議所女性会理事、藤間美貴柳氏による祝舞のの
ち、ソプラノ歌手首藤玲奈氏、ピアニスト児玉裕子氏による素敵な歌と演奏をご
披露いただきました。会員同士の親睦も深まり、盛会のうちに幕を閉じました。

令和６年度 大分県商工会議所女性会連合会 総会
大分大会を開催しました！

令和６年９月 25 日 ( 水 )
【　総　会　】10：00 ～ 10：50
【経営講習会】11：00 ～ 12：00
【交流懇親会】12：20 ～ 14：00

レンブラントホテル大分 二豊の間
大分県商工会議所女性会連合会 会員 94 名（参加登録者数）

日　時

場　所

参加者

総会の様子

大分県商工会議所女性会連合会
秦野 会長

　建設産業では本年度から罰則付きの時間外
労働の上限規制（月45時間、年360時間）が適
用されています。
　建設部会、建設設備部会、建設サービス部会
では、労働環境改善を推進するために、働き方
改革宣言を発出し、長時間労働の是正に取り組
んでいます。
　第一段階は、４週間のうち６日間現場を閉所
することを目標として取り組んでまいります。発
注者の皆様には、ご理解ご協力を賜りますよう
お願いいたします。

建設産業「働き方改革宣言」

事務局 大分商工会議所経営支援課
☎536-3208　担当：田中、清、山本

※閉所とは、建設機械の稼働および作業員の労働を終日
　休止している状態を指します。
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県知事・県議会議長要望（10/29）
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景気について
● 令和6年7月～9月の景況DIは、前期13.8から2.0ポイント上昇の
15.8となった。なお、前年同期比（令和5年7月～9月）は7.0ポイ

ントの下降。
● 「回復」（2.9%→1.7%）、「緩やかに回復」（29.0%→28.7%）、「変
わらない」（50.0%→55.0%）、「緩やかに後退」（15.6%→11.7%）、
「後退」（2.5%→2.9%）。
● 業種別DIをみると、「商業」、
「建設・建設関連」、「工業・
エネルギー」で上昇したが、
「商業」は前期に続きマイ
ナス域を脱し切れていな
い。

売上高について
● 令和6年7月～9月の売上実績DIは、前期17.7から0.3ポイント上
昇の、18.0となった。なお、前年同期比（令和5年7月～9月）は3.4
ポイントの上昇。
● 業種別の売上実績DIは、「サービス関連」のみ下降。
● 売上予想DIについて、来期（令和6年10月～12月）は28.7、来年

の見通し（令和7年1月以降）は22.3で、いずれも今期の実績を上
回る予想となっている。

収益（利益）状況について
● 「黒字」（43.3%→45.4%）、「収支トントン」（37.8%→39.6%）、「赤
字」（18.9%→15.0%）となり、収益状況はやや改善している。
● 業種別では、全業種で黒字割合が増加。

　景況感について、令和6年7月～9月の景況DIは前期13.8から2.0ポ
イント上昇の15.8となった。なお、業種別では、「商業」、「建設・建設関
連」、「工業・エネルギー」の3業種で上昇したが、「商業」は前期に続き
マイナス域を脱し切れていない。
　売上高について、令和6年7月～9月の実績DIは前期17.7から0.3ポ
イント上昇の18.0となり、業種別では「サービス関連」のみ下降となっ
たが、「商業」については2期連続のマイナス域となった。また、予想DI
は来期（令和6年10月～12月）が28.7、来年の見通し（令和7年1月以
降）は22.3となっており、今期を上回る予想となった。
　金利上昇による影響については、「大きな影響がある」、「多少影響
がある」と回答した事業所は合わせて39.4%となっており、業種別では、
「大きな影響がある」、「多少影響がある」と回答した割合が最も高かっ
たのが60.0%の「建設・建設関連」であった。また、今後の資金繰りへの
影響については、「当面、支障はない」と回答した事業所は52.3%（前
期51.8%）、「今後、支障が出てくる可能性がある」と回答した事業所は
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進している。
　景況DI、売上DIは、いずれも微増ではあるが前期から改善、また売
上DIについても予想DIが実績DIを上回っており、特に小売業等はこれ
から年末にかけて売上の増加に期待したいところである。しかしなが
ら、物価上昇による消費マインドの悪化や実質購買力の低下による個
人消費の落ち込み、更には人手不足により供給側に制約が生じる可能
性が考えられるなど、収益環境は不確実性をはらんでいる。加えて、最
低賃金の引き上げによる人件費の高騰や各種原材料・資材等のコスト
増に係る価格転嫁、人材確保等経営環境における課題が山積している
ことから、引き続き企業の動向に注視していく必要がある。

大分商工会議所　第94回景気動向アンケート調査結果（令和６年10月調査分）

景況DI、売上DIのいずれもわずかながら前期から改善、また売上DIについても予想DIが
実績DIを上回る結果に。「各種原材料および資材等の高騰」は引き続き経営に大きく影響
調査対象：当所会員240事業所へ経営指導員が原則聴き取りで調査
ＤＩ値：ディフュージョン・インデックス（Diff usion Index）の略で、「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする企業割合を差し引いた値。

80.0
60.0
40.0
20.0
0.0

－20.0
－40.0
－60.0
－80.0
－100.0

商業
建設･建設関連
工業･エネルギー
交通運輸
サービス関連

景気について（業種別）

8.2
35.9
28.5
28.6
19.2

令和5年10月
18.9
44.7
2.9
54.5
36.8

令和6年1月
12.3
18.0
9.4
46.2
35.1

令和6年4月
-19.2
4.0
5.6
46.2
35.2

令和6年7月
-13.0
16.5
29.2
40.0
24.1

令和6年10月

商業　　　　　建設･建設関連　　　工業･エネルギー
交通運輸　　　サービス関連

大変
悪かった
1.2％

多少
よかった
35.0％

変わらない
40.4％

悪かった
19.6％

大変
よかった
3.8％

7月～9月実績

後退
2.9％

緩やかに
回復
28.7％

変わらない
55.0％

緩やかに
後退

11.7％

回復
1.7％

景気の現状

10月～12月予想
大変
厳しい
1.3％

若干
期待できる
44.6％変わらない

33.7％

厳しい
17.5％

かなり
期待できる
2.9％

令和7年1月以降予想
大変
厳しい
0.8％

若干
期待できる
37.3％変わらない

42.7％

厳しい
16.7％

かなり
期待できる
2.5％

赤字 トントン 黒字
商業 建設・建設関連 工業・エネルギー 交通運輸 サービス関連

100％

80％

60％

40％

20％

0％

収益（利益）状況
31.5％

56.8％
43.1％

60.0％ 49.7％

44.4％

32.1％
47.6％

40.0％
41.1％

24.1％ 11.1％ 9.2％9.3％

80.0
60.0
40.0
20.0
0.0

－20.0
－40.0
－60.0
－80.0
－100.0

売上高（業種別）

-3.8
18.8
4.5
21.4
25.7

令和5年7月～（実績）
17.3
52.8
12.8
42.9
35.6

令和5年10月～（実績）
11.5
44.0
-1.7
27.3
28.3

令和6年1月～（実績）
-9.6
17.2
0.2
46.2
39.9

令和6年4月～（実績）
-3.7
21.3
6.9
50.0
30.0

令和6年7月～（実績）
13.0
43.5
19.0
60.0
29.4

令和6年10月～（予想）
商業
建設･建設関連
工業･エネルギー
交通運輸
サービス関連

商業　　　　　建設･建設関連　　　工業･エネルギー
交通運輸　　　サービス関連

4



景気について
● 令和6年7月～9月の景況DIは、前期13.8から2.0ポイント上昇の
15.8となった。なお、前年同期比（令和5年7月～9月）は7.0ポイ

ントの下降。
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雇用状況について
⑴これからの臨時・派遣従業員等の雇用について
● 「拡大」（2.0%→2.7%→3.8%）、「現状維持」（81.8%→84.1%→
81.2%）、「縮小」（16.2%→13.2%→15.0%）。

⑵これからの（正規）雇用計画について
● 正規雇用は「雇用する」「検討中」を合わせて40.0%で、前期
41.6%から1.6ポイント下降。
● 業種別では、「商業」、「建設・建設関連」の2業種で「雇用する」「検
討中」の合計割合が減少した。

⑶賃上げなど雇用報酬や福利厚生充実への取組について
● 「実施する」「検討中」を合わせて47.5%で、前期46.2%から1.3ポ
イント上昇。
● 業種別では、「商業」、「建設・建設関連」、「交通運輸」の3業種
で「実施する」「検討中」の合計割合が増加しており、残りの2業
種も横ばい。

設備投資について
● 「１年以内に実施」「計画中」（36.7%→39.9%→35.8%）、「手控えて
いる」「計画はない」（63.3%→60.1%→64.2%）となり、投資意欲は
やや低下。

経営上の問題について（複数回答）
● 「原材料・仕入単価上昇」をあげる声が最も多く、次いで「人手（人
材）不足」、「売上不振」、「人件費高騰」の順となった。

● 業種別にみると、「商業」、「工業・エネルギー」、「サービス関連」
では「原材料・仕入単価上昇」が、「建設・建設関連」、「交通運輸」
では「人手（人材）不足」の回答が多かった。

資金繰りについて
⑴現状の資金繰り
● 「容易になった」が前期6.7%から1.2ポイント改善し
7.9%、「厳しくなった」は前期9.3%から2.0ポイント悪
化し11.3%となっている。
● 業種別では、「工業・エネルギー」、「交通運輸」、「サー
ビス関連」で「容易になった」と回答した割合が増加し
た。
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⑵金融機関の対応
● 「良い」が前期20.7%から3.3ポイント改善し24.0%、
「悪い」は前期1.1%から0.7ポイント悪化し1.8%と
なった。
● 業種別では、「サービス関連」のみ「良い」と回答し
た割合が減少した。

金利上昇による影響について
⑴自社への影響について
● 「大きな影響がある」、「多少影響がある」と回答し
た事業所は合わせて39.4%で、前期34.8%から4.6
ポイント増加、一方「ほとんど影響はない」、「全く
影響はない」と回答した事業所は合わせて52.7%
で、前期56.9%から4.2ポイント減少している。
● 業種別では、「商業」、「建設・建設関連」、「工業・
エネルギー」で「大きな影響がある」、「多少影響が
ある」と回答した割合が増加した。

⑵今後の資金繰りへの影響について
● 「当面、支障はない」と回答した事業所は52.3%（前
期51.8%）。一方「今後、支障が出てくる可能性があ
る」と回答した事業所は28.3%（前期29.4%）、「既
に支障が出ている」事業所は0.7%（前期1.4%）となっ
ており、前回調査時よりも影響は弱まっている。
● 業種別では、「当面、支障はない」と回答した割合
が最も高いのが「建設・建設関連」で70.0%。一方「今
後、支障が出てくる可能性がある」と回答した割合
が最も高いのが「交通運輸」で34.6%となった。

各種原材料および資材などの高騰について
⑴自社への影響について
● 「影響がある」は79.9%で前回調査比0.6ポイント増と
なり、引き続き8割近い事業所から各種原材料および
資材価格の高騰の影響があるという結果となった。
● 業種別では、「建設・建設関連」が「影響がある」と回
答した割合が最も高く、次いで「サービス関連」、「工
業・エネルギー」の順となっている。

⑵影響を商品およびサービスの価格へ転嫁できているか
● 「転嫁できている」、「転嫁を検討中」合わせて77.7%
で、前期比4.4ポイント増。一方「転嫁できていない」
は18.0%で、前期比4.8ポイント減となっており、価
格転嫁への動きはやや前進している。
● 業種別にみると、価格転嫁できている割合が最も高
いのは「建設・建設関連」の66.7%、また「転嫁できて
いない」という回答が最も多かったのは「商業」の
33.2%。

⑶どの程度価格に転嫁できているか
● 「75%以上」、「50～75%未満」の価格転嫁割合50%以
上の事業所が合わせて53.4%（前期62.4%）、「25～
50%未満」、「25%未満」の価格転嫁割合50%未満の事
業所が46.6%（前期37.6%）となった。
● 業種別にみると、「50%以上転嫁できている」割合が
最も高いのが「工業・エネルギー」で60.6%。また、「50%
未満」の割合が最も高いのが「商業」で54.7%となった。

金融機関の対応について（業種別）
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⑵金融機関の対応
● 「良い」が前期20.7%から3.3ポイント改善し24.0%、
「悪い」は前期1.1%から0.7ポイント悪化し1.8%と
なった。
● 業種別では、「サービス関連」のみ「良い」と回答し
た割合が減少した。

金利上昇による影響について
⑴自社への影響について
● 「大きな影響がある」、「多少影響がある」と回答し
た事業所は合わせて39.4%で、前期34.8%から4.6
ポイント増加、一方「ほとんど影響はない」、「全く
影響はない」と回答した事業所は合わせて52.7%
で、前期56.9%から4.2ポイント減少している。
● 業種別では、「商業」、「建設・建設関連」、「工業・
エネルギー」で「大きな影響がある」、「多少影響が
ある」と回答した割合が増加した。

⑵今後の資金繰りへの影響について
● 「当面、支障はない」と回答した事業所は52.3%（前
期51.8%）。一方「今後、支障が出てくる可能性があ
る」と回答した事業所は28.3%（前期29.4%）、「既
に支障が出ている」事業所は0.7%（前期1.4%）となっ
ており、前回調査時よりも影響は弱まっている。
● 業種別では、「当面、支障はない」と回答した割合
が最も高いのが「建設・建設関連」で70.0%。一方「今
後、支障が出てくる可能性がある」と回答した割合
が最も高いのが「交通運輸」で34.6%となった。

各種原材料および資材などの高騰について
⑴自社への影響について
● 「影響がある」は79.9%で前回調査比0.6ポイント増と
なり、引き続き8割近い事業所から各種原材料および
資材価格の高騰の影響があるという結果となった。
● 業種別では、「建設・建設関連」が「影響がある」と回
答した割合が最も高く、次いで「サービス関連」、「工
業・エネルギー」の順となっている。

⑵影響を商品およびサービスの価格へ転嫁できているか
● 「転嫁できている」、「転嫁を検討中」合わせて77.7%
で、前期比4.4ポイント増。一方「転嫁できていない」
は18.0%で、前期比4.8ポイント減となっており、価
格転嫁への動きはやや前進している。
● 業種別にみると、価格転嫁できている割合が最も高
いのは「建設・建設関連」の66.7%、また「転嫁できて
いない」という回答が最も多かったのは「商業」の
33.2%。

⑶どの程度価格に転嫁できているか
● 「75%以上」、「50～75%未満」の価格転嫁割合50%以
上の事業所が合わせて53.4%（前期62.4%）、「25～
50%未満」、「25%未満」の価格転嫁割合50%未満の事
業所が46.6%（前期37.6%）となった。
● 業種別にみると、「50%以上転嫁できている」割合が
最も高いのが「工業・エネルギー」で60.6%。また、「50%
未満」の割合が最も高いのが「商業」で54.7%となった。

金融機関の対応について（業種別）
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●本商品をご検討の際には「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・
 。いさだく覧ごず必を」款約・りおしの約契ご「」）せら知おな要重他のそ

経営者の未来と
会社の安心のために。

経営者のリスクに備える

定期タイプ

在任中から勇退後まで手厚くサポートします

終身タイプ 長期定期タイプ（��歳満了）

「就業不能」リスクまで
手厚くサポートします

定期タイプ

在任中のリスクやご勇退に向けての備えは万全でしょうか。
万が一の事態から会社を守り、経営者の未来を支えるために、
アクサ生命はさまざまなサポートを提案させていただきます。

AXA-A�-����-����/�F�AXA-A�-����-����/�F�

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）

を共済制度／福祉制度でサポートしています。

アクサ生命保険株式会社 大分支社 大分営業所
〒870-0026 大分県大分市金池町 2-3-4 九州電力大分ビル 1F 
TEL 097-537-8861

「地域と共に歩む芝園開発：
     デジタルが変える放置自転車対策」

　芝園開発株式会社は、駐輪場や駐車場の管理業務を中心に、
都市の放置自転車対策など、さまざまなサービスを提供してい
る企業です。1998年には、日本初の無人機械式個別管理時間貸
し駐輪場システムを導入し、業界に大きな影響を与えました。
しかし、2006年に主力の駐車場事業がガソリン価格の高騰や過
当競争などにより厳しくなり、その状況を打開するため、新た
な価値創造やビジネスモデル構築を目的に、デジタル技術を活
用した事業転換を積極的に推進しました。
　その取り組みの一つが、15年に開発された放置自転車対策シ
ステム「Capture」です。自治体が管理する放置自転車の発見か
ら返還・処分までのプロセスを一元管理するこのシステムは、
現場スタッフがタブレットやスマートフォンを使って操作しや
すいように設計されています。特に、現場スタッフの多くが高
齢者であることから、操作の簡便化を重視し、音声入力やカメ
ラガイド機能を搭載しています。これにより、IT機器に不慣れ
なスタッフでもスムーズに利用できるようになりました。さら
に、放置自転車の位置情報や作業の進捗状況をリアルタイムで
共有することで作業効率が飛躍的に向上し、大きな成果を上げ
ています。例えば、東京都港区ではこのシステムの導入により
放置自転車の台数が51.4%減少しました。さらに、システムの
リリース後も、現場からのフィードバックを基に改良が続けら

れており、重たいタブレットからスマートフォンに切り替える
など、より使いやすいシステムへと進化しています。
　また、「LIXTA」というブランドを通じて、より広範な社会課
題を解決する取り組みを行っています。駐輪場や駐車場の管理
システムだけでなく、広範な施設管理業務をサポートするデジ
タルソリューションを提供してきました。データに基づいた運
用を実現し、施設の利用状況をリアルタイムで把握すること
で、効率的かつ効果的な管理が可能となり、管理コストの削減
とサービスの質の向上に貢献しています。また、施設の特性に
応じたカスタマイズが可能であり、柔軟な対応力がLIXTAの大き
な特徴です。
　同社は、デジタル技術を活用して業務運営の効率化とサービ
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しんちょく
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株式会社ファイン

創業年：昭和54年(1979年)
事業内容：生活関連業（葬祭、仕出し）

住所：大分市大字中判田1589-3
電話：097-597-1357
メール：info@issa-group.jp
ホームページ：https://www.oita-fine.jp/

誰もが、誰かに見送られる安心を。
生前から死後まで家族に代わりサポート「FULL LIFE」

Ｑ１．事業について教えてください。
　地元スーパー勤務を経て1979年、25歳で独立し、鮮魚・
仕出し業「茶屋元水産」として創業しました。仕出し業を生
業に葬儀社に仕出しを提供しているうち、形式重視で費用
も不透明な当時の葬祭業界に疑念を抱き、「形よりも心を
重視し、細やかで心のこもった葬儀を提供したい」という強
い思いから、自ら葬儀場を開設しました。2011年に後継候
補である長男が地元新聞社を退職して参画し、統括本部長
として葬祭事業部門を拡充。少子高齢化で家族や地域コ
ミュニティの絆がゆらぐなか、無縁多死、孤独死といった社
会問題に対し、「誰もが誰かに見送られる安心を」をミッ
ションに、人々がともに支えあい安心して生涯を送る「ウェ
ルビーイングな健康長寿社会」を目指しています。

Ｑ２．抱えていた課題と今後の課題は何ですか？
　全国的に少子高齢化が進む中、大分県の高齢化率は全
国10位で、今後さらに高齢化が進むと予想されていま
す。当社では葬儀や死後のことについて、生前から考え
る大切さを広めようと、業界の枠を広げ「終活フェア」
を開いておりますが、そこでは身寄りがない、家族がい
ても頼れないという不安を抱えた高齢者の方々が少なく
ありません。
　“人生100年おひとりさま時代”を迎え、家族や地域コ
ミュニティのあり方が大きく変容しました。地域生活課
題が山積する現状にあって、ともに支え合い、安心して
その人らしくいられるウェルビーイングな健康長寿社会
づくりが重要になるなか、これまでの実績や経験を活か
した新たなサービスの開発が課題でした。

Ｑ３．経営革新の取り組みはどのようなものですか？
　私たちは「誰もが、誰かに見送られる安心」をコンセ
プトに、事業の成長を通じ、「身寄りの有無に関わらず、
人生の後半戦を豊かに過ごし、自分らしく終えることが
できる社会の実現」をビジョンに掲げています。
　そこで、これまで培ったネットワークを最大限に活用
し、生活支援、入院時などの身元保証、任意後見、葬儀
や死後の手続き、家財整理などを一括して請け負う新た
なサービスに取り組むことにしました。
　一人暮らしの生前見守りサービス（安否確認）は、看
護師をはじめ医療系の資格保持者を中心に、葬儀社なら
ではの24時間対応のほか、顧客の判断能力が徐々に低下
する段階では、法務・税務・医療・介護・福祉の専門家
などと連携して万全にサポートします。
　これを生前契約型サービス「FULL LIFE（フルライフ）」とし
て本格的にリリースするにあたり、経営革新計画を策定
しました。大分商工会議所の経営指導員の助言のもと、
計画内容のブラッシュアップを重ね、令和６年５月に大
分県知事の承認を受けました。

Ｑ４．どのような周知方法を行っていますか？
　令和5年度大分県成長志向起業家育成支援事業に採択
されたほか、第22回おおいたビジネス オブ ザ・イヤーを
受賞するなど、おかげさまを持ちまして、当社の取組は
各方面より高い評価をいただいております。
　これからも身寄りのない、家族に頼れない高齢者の終
活支援として、今年4月に大分駅南口のコレジオ内に開設
した完全予約制「おひとりさま相談室」をはじめ、連携
実績がある福祉・介護施設、医療機関、地域包括支援セ
ンターを通じ、広く周知に努めます。

Ｑ５．今後の事業活動について教えてください。
　シニア世代とその家族や支援者の人生、そして地域社
会を支える「ライフエンディングパートナー」を目指し
て、壮年期から老年期にかけておとずれる悩みや不安の
緩和と、本質的な安心感の創造に取り組み、その人が遺
していくものと後世とのつながりを観せていくことで、
その人の人生を起点とした「つながりつづける」想いを
育んでまいります。
 さらに、「人生で使いきれなかった財産を、地域で支援
を必要とするために役立ててほしい」といった声を実現
すべく、遺贈寄付の受け皿となる「コミュニティ財団」
の設立を進めています。

代表取締役　茶屋元 秀一 氏

大分商工会議所は
おおいたで頑張る企業の
経営革新承認をお手伝いします！

経営革新とは？
新たな事業活動を行うことにより、経営を相当程度
向上させることです。
自社の現状を把握し、経営計画を立ててさらなる
成長を目指しませんか？

【お問い合わせ】
大分商工会議所 中小企業相談部 
相　談　課　TEL：097-536-3248
専門指導課　TEL：097-536-3258
経営支援課　TEL：097-536-3208
東部経営相談センター　TEL：097-521-1131

経営革新のメリットは？
●県知事承認で事業所や商品・サービスの信用度アップ
●計画を立てることで自社事業の方向性が明確に

なる
●経営革新加速化支援事業補助金や低利融資の利用

経営革新については
こちら

　家族による支援が受けられない身寄りのない方々にも、終活に向けたあらゆる不安を解消し、安心して過ごして
いただけるよう、生前の見守り（安否確認）から、医療機関や施設入院、公正証書遺言、任意後見契約、葬儀・火
葬・納骨から財産整理、各種手続きなどの死後事務などを、有資格者、専門家などと連携してフルサポートしま
す。なお、契約者から事前に預かる死後事務費用は、信託会社で保全。さらに遺産相談から受付けた寄付の受け皿
であるコミュニティ財団を設立し、地域の賛同者とともに若者や社会課題の解決へ想いとマネーが循環する仕組み
を構築しています。

経営革新に挑戦する会員事業所のご紹介

判田台会館・備庵
Instagram

おひとりさま相談室
Instagram

　

※経営革新計画の承認とは別に県や金融機関等の審査を受けて
　いただく必要があります。
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株式会社ファイン
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事業内容：生活関連業（葬祭、仕出し）
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メール：info@issa-group.jp
ホームページ：https://www.oita-fine.jp/
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無駄を無くし、効率的な仕組みを作る「DX化」
に着手

　大分市大在で食肉製造卸業を営む「株式会社ミートクレス
ト」。明治５（1872）年、大分市永興に創業者清田伊三郎が「清
田本店」を創業してから、優に150年を超える老舗です。
　創業家に生まれた清田浩徳さんが代表取締役社長に就任し
たのは、平成８（1996）年。その２年後には現在地に本社兼流
通加工センターを開設しました。平成14（2002）年に県内でい
ち早く食肉管理システムを開発したことにより、国内を揺るが
した牛肉のBSE（牛海綿状脳症）問題後に施行された牛トレー
サビリティ法において、基幹システムのリニューアルで対応。
「（動物の）命をいただき、お客様に美味しく喜んで食べてい
ただくまでが我々の仕事ですから、安全かつ信頼は何よりも大
切。社内全体で情報を共有し、小さなミスにも早急に対応でき
る仕組み作りが必要でした」。
　自社システムをさらに改良し、これまでより高い次元でDXの
メリットを活かした仕組みを作るべく、外部機関によるIT診断
を受けて課題を抽出。IT企業出身で製造部部長の吉武泰史さ
んを中心に、生産管理課、品質管理課のメンバー４名で社内プ
ロジェクトチームを構成し、第一弾として工場内の作業日報の
改善に着手しています。「現場担当者が手書きした日報を各部

署に回覧し、入力、出力、保管、というのがこれまでの流れで、
迅速対応ができずに時間もコストもかかることが最大の問題
点でした」。日報の電子化は、記録・報告をリアルタイムに共
有できるだけでなく、作業時間は約2,500時間削減、繁忙期は
月4,000枚使用する印刷枚数が1/3以上削減という効果を想
定。DX化に対する社内風土を醸成し、時代のニーズに即した
独自のシステム構築を目指しています。

困難を乗り越えて、挑戦し続ける企業の姿勢

　平成23（2011）年には社内公募で「食肉業の頂上を目指す」
という決意を表して「ミートクレスト（crest＝頂上、頂点）」
に社名変更。平成 30（2018）年には食品衛生管理システム
「HACCP」をベースとした厳格な国際規格「ISO22000」を１
年かけて取得しました。牛肉の極端な買い控えが起きたBSE
問題を発端に、一時は事業の縮小等厳しい経験をしてきた
「ミートクレスト」。困難な時代を乗り越えた今、食肉卸部門、
加工部門に加え、インターネット販売や店舗展開、ふるさと納
税返礼品等の BtoC 事業も新たな軸の一つにしていきたいと、
清田さんは今後の展望を力強く語ってくれました。

大分商工会議所金融部会　好事例紹介事業

創業150年超の老舗企業が掲げる
食の安全と信頼。
そして、独自のDX化への挑戦

株式会社ミートクレスト

株式会社ミートクレスト
大分県大分市大字大在6番地
TEL.097-524-3600
http://meatcrest.co.jp

代表取締役社長　清田浩徳本社外観
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建設サービス部会 事業所 魅力発信！

代表取締役：大野　真人　氏

設　立：昭和49年（1974年）
事業内容：建設用仮設機材レンタル
住　所：大分市新貝6番7号
電話番号：097-552-1015
ホームページ：https://www.san-sin.com/ 

三信産業 株式会社

H P

安全と信頼を未来へつなぐ企業

事業の内容

三信産業は1974年創業以来、仮設機材レンタルを基盤に大分市を起点に広範なネットワークを構築。 大分県、福岡県、
山口県に営業所を展開し、2017年にはフィリピンに合弁会社を設立。『クイックデッキ』や『リフトクライマー』など
の新商品導入を通じて柔軟に時代に対応し、DX推進にも積極的に取り組んでいます。 社会への貢献と安全な商品の提供
を目指し続けます。

完全週休二日制など、働きやすい環境づくりに取り組んでいます！

建設用仮設機材のレンタル及び販売
仮設ハウスのレンタル及び販売
仮設工事の設計、施工

自社事業の魅力・やりがい
多様なプロジェクトを通じて社会に貢献しながら、自己成長を実感できる仕事です。社員一人ひとりが独自の考えを持ち
ながらも、協調し合い、仕事を進めることを大切にしています。
三信産業グループでは、社員が成長し続けられるよう、充実したサポート体制を整えており、責任ある役割を通じて自己
実現を目指せる職場環境を提供しています。また、協力会社とも協力し合い、共に未来を築いていく仲間を大切にしてい
ます。

当社では働きやすい環境を整えるため、福利厚生の充実を進めています。
完全週休二日制、有給休暇の時間単位取得、奨学金返済補助など、多様な制度を導入。
新入社員研修では、大分市で集合教育を行い、組織へのスムーズな定着を支援しています。
今後も、新たな取り組みを続けていき、社員がやりがいを持って働ける企業を目指していきたいと考えています。

建設サービス部会の皆さん！
専門工事業の魅力を発信してみませんか？

【お問い合わせ】 大分商工会議所　経営支援課　担当：山本

TEL:097-536-3208
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9.3,9.11 SNS活用マーケティングセミナー（Instagram編）

　㈱モアモスト チーフ／コミュニティマネージャー 黒木香緒理氏を講師として
招聘し、SNS活用マーケティングセミナーを九電大分ビルにて開催しました。
　セミナーでは、ビジネス目的での利用も増えているInstagram（インスタ）に
ついて、効果的な投稿の仕方や魅力的な写真の撮影方法、より効果的なハッ
シュタグの活用などについて学びました。

9.9 就職差別撤廃に向けた要請
　連合大分の藤本雅史事務局長、二宮研介副事務局長が来所されました。公
正採用選考の徹底や統一応募用紙の使用、面接時における違反質問など就
職差別に繋がる撤廃の要請を受けました。
　当所城内事務局長からは、要請内容について、所報やホームページ、各種諸
会議などを通じて会員企業へ周知・徹底したいと回答しました。

9.20 建設サービス部会 第１回役員会 
　建設サービス部会（三又哲博部会長）は、第１回役員会を開催しました。
　会議では、大分県土木建築部 土木建築企画課の黒田様に建設関連の補助金につい
てご説明いただき、その後、県知事要望や市長要望の内容について、所報YELLでの
専門工事業の魅力発信と事業所紹介について話し合いをしました。

9.24 ９月常議員会・全員協議会合同会議
　九電大分ビルで9月常議員会・全員協議会合同会議を開催しました。開催に先立
ち、公認心理師 精神保健士 社会福祉士の瀬口アカネ氏から「事業者による障害のあ
る人への『合理的配慮』について」と題して講話がありました。
　その後、顧問の委嘱や会員入退会の承認について協議したほか、おおいた「夢」
花火の開催や部会・委員会活動等の報告を行いました。

9.24 大分商工会議所ビル解体工事安全祈願祭
　大分商工会議所ビル（長浜町）で、同ビルの「解体工事祈願祭」を執り行いまし
た。当所役員をはじめ、解体設計者：東九州設計工務㈱、解体施工者：㈱熊野建設
など多くの関係者が参列のもと、神主による祝詞奏上、玉串奉奠により工事の安全
を祈願しました。これから令和７年５月にかけて、解体工事を実施いたします。

9.27 第２回 会員交流委員会
　九電大分ビルで第２回会員交流委員会（安東直樹委員長）を開催しました。
　会議では、令和６年10月９日（水）に開催する令和６年度会員ビジネス交流会～人と
の出会いから新たなビジネスチャンスが生まれる～の実施内容等協議を行いました。 会員交流委員会の様子

解体工事祈願祭の様子

会議の様子

セミナー風景

補助金説明を受けている様子

城内事務局長（左）と藤本雅史事務局長（右）
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もしも日常に潜む 『もしも』 に備える

会社の福利厚生の充実に！
『会社経営に悩みはつきもの… そんな事業者の皆様の悩みを解決する商工会議所 共済・保険制度を是非ご活用ください』

共済・保険制度充実のラインナップ

会社活動のリスク回避に！

生命共済制度（会員）

病気・災害による死亡、事故による入院
を365日24時間保障！大分商工会議所独
自の給付制度（祝金・見舞金等）がセット
になった保険です

特定退職金共済制度

従業員のための退職金を計画的に準備
できます。１口１千円から加入でき、掛金
は全額損金（必要経費）に算入できます

中小企業退職金共済制度

中小企業のための国の退職金制度です。 
安心・確実・有利で、しかも管理が簡単な
退職金制度が手軽に作れます。掛金月額
は、５千円から選択できます

業務災害補償プラン（会員）

労災事故が発生した場合の従業員に対
する補償と、労災事故の発生が企業の責
任と法律上判断された場合の使用者賠
償責任補償で、「従業員」と「事業主・役
員」を守ります

ビジネス総合保険制度
（会員）

事業を取り巻く賠償責任リスクや事業休
業リスクを包括的に補償。「補償内容の
重複や漏れがないか心配」「保険ごとの
契約手続きが面倒」等の保険に関する不
安や疑問を解決することができます

中小企業海外PL保険制度
（会員）

輸出製品などの海外におけるＰＬリス
ク、リコールリスクに備えます

休業補償プラン（会員）

経営者と従業員が病気やケガで働けなく
なった場合、収入の減少部分を補います

記載の割引率は一般価格と比較
した場合のものとなります
割引率は保険商品、引受保険会
社によって異なります

海外知財訴訟費用
保険制度（会員）

高額になりがちな海外での係争費用が
補償されます

輸出取引信用保険制度
（会員）

海外取引先の債権回収不能リスクに備え
ます

サイバー保険制度（会員）

最大  約58％ 割引

最大  約55％ 割引

最大  約33％ 割引

情報漏えい、サイバー攻撃の備えとして
活用いただけます。従業員の不誠実行為
も補償します

経営セーフティ共済制度

取引先企業の倒産に
よる連鎖倒産から、
あなたを守る共済です

お問い合わせ 大分商工会議所 事業部 会員・共済課 　TEL.097-536-3135

空前の人手不足！
会社の福利厚生制度が充実していないと人も集まらない！

取引上のリスク回避方法は？事業活動の補償は？
社長や従業員が働けなくなったらどうしよう？

ご注意
ください

大分商工会議所

黒潮満ちくる豊後水道はとらふぐの王道。
全国に讃えられる絶妙味を心ゆくまで・・・

▲HPはこちらから

〒870-0150　大分市東原 2 丁目 1-18　TEL 097-551-6060（火曜日定休）
HP：QR コードよりご覧くださいませ。 

※12/1～1/5迄休まず営業致します。（12月の火曜日は予約のみ）

養殖ふぐコース       9,900 円～（税込・サ別）

天然ふぐコース    18,150 円～（税込・サ別）

特天然ふぐコース   24,200 円～（税込・サ別）
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お問い合わせはHP
（QRコードリンク）から！！大分商工会議所青年部

お問い合わせ先

TEL.097‒536‒3268（平日9:00～17:00）

「LET’S ENJOY in Oita」
～九州はひとつ！楽しめサッカー！楽しめYEG！～

「LET’S ENJOY in Oita」
～九州はひとつ！楽しめサッカー！楽しめYEG！～

第4回九州ＹＥＧサッカー大会おおいた大会スローガン第4回九州ＹＥＧサッカー大会おおいた大会スローガン

　2024年8月24日（土）に第4回九州YEGサッカー
大会おおいた大会が、レゾナックサッカー・ラグ
ビー場Ａ・Ｂグラウンド・（一社）大分県サッカー
協会サッカー場にて実施されました。快晴の中、九
州各地から総勢28チームが集まり、優勝トロフィー
をかけて熱く楽しく試合が行われました。
　その後の大懇親会では、大分の魅力をお伝えする
中で九州各地のYEGの皆様方との絆を深める良い時
間を過ごせたことを大変嬉しく思います。
　今回の事業で得た経験を今後の事業に活かしてい
きますのでよろしくお願いいたします。
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会員PRだより

営業時間 定休日 住所 電話番号休

「PPカム」は、カメラと通信機が一体の商品。現場作業員がカメ
ラを固定して電源をさせば設置完了！ライブと録画映像は、Ｐ
Ｃ・スマートフォン・タブレットから確認でき、遠隔からの工程・
安全・防災管理に威力を発揮。更に防犯センサーとPPカムの連
携で防犯のお役に立っています。ソーラー電源オプションも
2018年から雪の多い北陸地方を中心にご利用いただいてい
ます。各種センサーの開発やプラント定修での秘匿性の高い
暗号化通信など、ニーズに合わせたシステム開発＋レンタル事
業、そして丁寧なカスタマーサポートが弊社の強みです。

※掲載情報は取材時点の情報です。

株式会社エイムネットサービス
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基本情報

9：00～17：00
休 土曜日・日曜日・祝日
※他にGW・夏季休暇・年末年始
大分市大字皆春677番の1
050-5799-0522

pick up!

◎PPカム レンタル月額30,000円（税別）～ ◎PTZ（パンチルトズーム）機能により広範囲
の監視。画角の広いタイプ、高倍率タイプもございます。◎ソーラー電源、100V電源、発
電機電源に対応。◎4G携帯各社回線、光回線、Wi-Fi回線、衛星通信に対応。◎ＰＣ、ス
マホ、タブレットから映像を確認できます。◎クラウド及び内蔵ＳＤカードに同時録画。
◎防犯センサーにより侵入者検知。1台のPPカムで複数個所の監視ができて経費節約！
※詳細につきましては、弊社HPまたはお問い合わせください。

アイ・コスメティック有限会社
　
こ
れ
ま
で
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に
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す
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基本情報

10：00～18：00　最終受付15：00
休 月・火曜日
大分市光吉904-2
097-569-2196

pick up!

創業約30年の光吉のエステティックサロン。
どこに行っても痩せられなかった方や、骨格の悩みを抱えた
方、美しくなりながら癒やされたい方、どんなお悩みでも解決
ができるサロンです。
また、スキンケア商品にも力を入れており、オーナー自らが処
方した50代以降のエイジレスコスメも人気！

エイジングコスメが少なく配合と成分にこだわった50代からのアンチエイジングコスメ
を自らが処方！長年美容業に携わり経験と知識を集結させたスキンケア製品を完成！
●レチノール美容液「雅NATURALアイセラム」

最新のレチノール成分で肌のターンオーバーを促進し、シワやたるみを改善。肌の
若 し々さを保ちながら自然な輝きを取り戻します。

●美容クリーム「雅NATURALリジュビネイトクリーム」
主にコラーゲン、エクソソーム、サボテンエキス、ビタミンC誘導体を配合し、天然ニー
ドルの力で肌の深部までコラーゲンを届け、ハリと潤いを与えます。

InstagramHP

HP

ホットペッパー 商品ECサイト【Shopify】

https://ppcam.jp

15



〈令和６年９月１日～９月30日加入〉新入会員の紹介 ご加入ありがとうございます
事業所名 住所 電話 事業内容・取扱品目

 大分市府内町3-4-20 097-536-0098 総合ビル管理　清掃業務

ダンスファクトリー 大分市牧1-21-11 　　  ―― ダンス教室

(株)ＣＨＩＬＬ ＰＬＡＣＥ 大分市三川下1-5-12 090-4075-3279 

ＦＩＮＡＮＣＥ ＷＯＲＫＳ(株) 大分市大津町1-21-22 リジェネ大津202 　　  ――

 大分市金池町2-4-6 097-506-7515

九州メンテナンス(株) 
大分営業所

退去後の清掃、原状回復　企業様の事業所などの
定期清掃、エアコン清掃など

課題解決DX・ITソリューションの販売（ローコード、
RPA、電子契約、グループウェア、他多数）
システム開発・保守

主に中小企業を対象に保険や経営のコンサルティ
ングを行うサービス

(株)ブレーンネット
大分営業所

LET　】階６館会業企小中県分大【 46-1-3町池金市分大 ：097-540-6415  FAX：097-537-8577
大分県中小企業活性化協議会へお気軽にご相談ください。

⬅スマートフォンの方はこちらから https://oita-kyogikai .go. jp/ ご相談無料・守秘義務厳守

・経営環境の変化により、業績が悪化
　してしまった
・どんぶり勘定で管理に不安がある
・漠然と今後どうすればいいのか不安だ

・従業員のためにも事業を承継したい
・廃業の仕方が分からない
・事業承継や廃業にあたり、個人保証が
　どうなるか心配

・資金繰りが不安
・資金繰表を作ったことがない
・税金・社会保険料等の滞納が発生して
　しまった

・金融機関にどのように相談をしていい
　のかわからない
・金融機関から融資が受けにくくなった
・過剰債務で金融機関への返済が厳しく
　なってきた

資金繰り 経営相談

金融機関対応 事業承継・廃業

大分県中小企業
活性化協議会とは

産業競争力強化法に基づき
九州経済産業局から委託を受け，
大分県商工会連合会が事業運営する

公正中立な公的機関です

夢と冒険心を胸に……

鶴崎海陸運輸株式会社
代表取締役社長　疋 田 功 道

本社／〒870-0196　大分市大字三佐1000　TEL（097）521-6111
エスティケイテクノロジー㈱・鶴海運輸㈱・ナカノス建設工業㈱

西ノ洲環境㈱・㈱ホックス・大分マリンサービス㈱
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人生を歩むために。
がんに負けずに、

AXA-A�-����-����/�F�AXA-A�-����-����/�F�

●お引受けには所定の条件があります。本商品をご検討の際には「重要
事項説明書（契約概要・注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」「ご契約
のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

特長
�

特長
�

（「一時金１回のみ支払特則」を付加した場合で、
ガンと診断確定されたとき）

●一時金の特約は最高�,���万円までご契約可能！

ガンの主な治療方法、
手術・放射線治療・化学療法（抗がん剤治療）を
入院しなくても保障します。

「手術」「放射線治療」は上皮内ガンも保障します。

一時金＊�＊�・先進医療＊�＊�・入院＊�＊�の特約を
プラスすると、保障の幅がひろがります。
＊� ガン・上皮内新生物一時金特約（ただし、ご契約から
��日間は保障されません。）
＊� ガン先進医療給付特約（��）　＊� ガン入院給付特約

ガン治療保険（無解約払いもどし金型）

経営者ご自身と
会社を守るがん保険

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）

を共済制度／福祉制度でサポートしています。

アクサ生命保険株式会社 大分支社 大分営業所
〒870-0026 大分県大分市金池町 2-3-4 九州電力大分ビル 1F 
TEL 097-537-8861

R６.12.１現在



公的支援を活用しよう！

人材でお悩みの企業様を人材でお悩みの企業様を
ご支援致しますご支援致します

人材でお悩みの企業様を人材でお悩みの企業様を
ご支援致しますご支援致します
産業雇用安定センターは、企業間の円滑な労働移動を支援するため

複数の産業団体の拠出により設立された公益財団法人です。
出向・移籍の支援については、厚生労働省の補助事業として実施しています。 

無料

きっとみつかる いい人、いい仕事！
こんなとき、ご利用下さい

相談の方法

人材不足で雇い入れをご検討中の企業様

●大分商工会議所 中小企業相談部にご相談下さい。
　産業雇用安定センターの「人材支援依頼シート」 （簡単なチェック形式）をお渡しします。　
●ご記入いただいたご相談内容の聞き取りに産業雇用安定センターの職員がご訪問させていただきます。
●また、毎月１回の大分商工会議所の「個別相談会」でご相談をお受けさせていただきます。
●下記連絡先に直接ご相談いただいても結構です。

人材余剰で雇用調整をご検討中の企業様

大分市府内町３－４－２０ 大分恒和ビル７階
TEL ０９７-５３８-０５１２（代表）  FAX ０９７-５４０-５４２０

ご利用時間：９：００～１７：１５（土・日・祝日を除く）

連絡先

www.sangyokoyo.or.jp サンギョウコヨウ

● 事業拡大、欠員等により、必要な人材を確保
 したいとき
● 経験豊富な即戦力の人材を確保したいとき
● 能力・経験を有する高年齢者を雇い入れたい
 とき
● 将来に向けて事業承継のできる人材を雇い入れ
 たいとき

● 事業の整理・縮小に伴い人員削減をご検討して
 いるとき
● 従業員の関連外企業への出向をご検討している
 とき
● 会社清算・工場閉鎖のため従業員の受入先を
 お探しのとき
● 定年退職者等が他企業への再就職を希望するとき

公益財団法人 産業雇用安定センター 大分事務所
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